
　（別紙４-２） 事業所名　グループホーム「里の家」

作成日：　平成　２５　年　１０　月　１１　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35
火災を含め自然災害等が長期化した際の対応
方法等の整備が出来ていない。

災害に合わせた避難場所や応援方法、家族
への連絡体制を職員全体が把握できるように
なる。
停電時を想定した取り組みを行なう。

○応援体制や避難場所の確保など法人と連携を
図っていく。
○呼集訓練や災害を想定した勉強会を行い徐々に
備品や食料も確保していく。
○家具の固定など、徐々に行っていく。

1年

2 26
日々の記録や実践が、理念や介護計画に基づ
いた記録になっておらず、職員全体の力には
至っていない。

理念の大切さとケアプランとの連動性を再度
意識しながら日々のケアに繋げ、皆が記録力
を高められる。

○全体の勉強会やカンファレンスを通し達成目標を
設定しながら皆が意識を高められるよう学び合いを
深めていく。

1年

3 4

運営推進会議への出席依頼が各ユニット一家
族に留まっている事や地域の方々への働きかけ
も十分とは言えず、家族や地域に向けた発信が
少ない。

運営推進会議へ家族や地域の方々の参加が
多くなり、話し合う機会が多くなる。

○入居者家族全体に向けた開催案内を送付し、遠
方に住む家族へは、事前に意向の確認を行う等、一
人でも多くの家族が参加出来るようにしていく。
○地域の方々に運営推進会議の理解を求め、参加
を働きかけていく。

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

平成25年度　社会福祉法人　北海道社会福祉協議会


